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研究成果の概要（和文）：日本の校長が学校経営において、企業経営から移入されたボキャブララーを頻繁に用
いており、また企業経営に由来するルーティンやツール（たとえば、マーケティング）を実際に使用した経験の
ある校長がかなりの割合を占めることが明らかになった。同時に、実際にそうしたルーティンやツールが有効で
あると認識している校長は決して多数とは言えないこともわかった。このような一見すると矛盾するような現象
をパターナリズム概念を援用して、校長のリーダーシップの日本的特徴として分析した。

研究成果の概要（英文）：It was revealed that in school management, Japanese head teachers frequently
 use vocabulary imported from corporate management, and a significant percentage of them have 
actually used routines and tools derived from corporate management (e.g.,marketing). At the same 
time, I found that not many head teachers actually recognized that such routines and tools were 
effective. Using the concept of paternalism, this seemingly contradictory phenomenon was analyzed as
 a Japanese characteristic of head teachers'school leadership.

研究分野： 学校経営学、教育政策研究

キーワード： 校長　リーダーシップ　日本的特徴　パターナリズム　マネジリアリズム　ニュー・パブリック・マネ
ジメント　ルーティン　ツール

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
ニュー・パブリック・マネジメント（NPM）と称される、企業経営の理念や思考法、具体的な手法がどの程度、
校長の学校経営、リーダーシップに受容され、影響を与えているかを実証的に明らかにした本研究の成果は、校
長を対象とした研修や養成の在り方を見直す視点を提供するものである。企業経営の理念や手法に親和的な姿勢
を示す校長は多いが、実際にそれらの有効性を認識している校長は少数派にとどまるという点は、特に示唆的で
ある。加えて、外国で行われているNPMが校長のリーダーシップに与える影響に関する研究との比較を可能にし
たことには、学術の国際展開という点で意義が認められる。事実、本研究は国際協働研究に結実した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 日本を含む多くの国々において教育の成果に対する説明責任を強調する NPM（New Public 
Management）型学校経営についての研究が行われている。そこでは民間企業的な経営手法を公
立学校経営に適用したときのメリットとデメリットを分析するアプローチが一般的である。本
研究も、こうした一連の研究の一角を占めるものだが、同一の経営手法であっても異なる「土壌」
に「移植」されれば、その機能や意味は異なってくるという文脈依存性を重視する。すなわち、
ナショナルな単位で観察できる歴史的に蓄積されてきた学校経営様式・文化の差異に注目する
ことで、校長のリーダーシップの日本的特徴を踏まえた NPM の影響について考察を試みる点に
特徴がある。 
本研究は、研究代表者がこれまでに行ってきた教員評価に関する研究において、評価面談

（evaluation meeting）に日本的な特徴が見出されたことに着想を得た。教員評価は多くの国で
実施されている NPM 型学校経営手法の一つであり、評価面談は校長が教員とともに職務目標を
設定し、達成度を評定するルーティンである。しかし、日本の校長が評価面談を利用するやり方
は、NPM 型学校経営手法として通常想定されている範囲に収まりきらず、傾聴、承認、称賛、
説得、強迫、命令、強制、提案、提案の受理など多様であった。そこで研究代表者は、中根千枝
の「タテ社会論」を援用して、教員評価を学校経営の道具的（合理的）機能と情緒的機能の両方
を満たす日本的な学校経営ツールとして考察した。本研究は、分析の対象を NPM 型学校経営手
法全般へと視野を広げ、校長はどんなルーティンやツール（例えば「校長通信」）をどのように
使っているかを総合的に分析することで、学校経営の日本的特徴に関する比較文化的考察を試
みる。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、現代日本の学校経営過程で観察されるルーティンとツールに注目すること

で、学校経営の動態的理解を深めるとともに、校長のリーダーシップの日本的特徴を比較文化的
視点から考察することである。とりわけ企業経営に由来する経営理念、思考法、ルーティン、ツ
ールが学校経営にどの程度、どのように浸透し、影響を与えているかを国外の研究協力者と共同
して比較文化的研究を進め、校長のリーダーシップの日本的特徴に関する頑強な仮説を生成す
ることを具体的な目標とした。 
 
３．研究の方法 
 上記目的を達成するため、主に次の 3つの方法により研究を実施した。 
① 2019 年度に 1都 3県の公立学校長を対象とする質問紙調査を実施。 
② 国内の研究協力校への訪問調査（文書資料の収集、学校経営実践の観察、インタビュー） 
③ 国内外の共同研究者との協働により、1及び 2により収集したデータを分析。 
 
 
４．研究成果 
 日本の校長が学校経営において、企業経営から移入されたボキャブララーを頻繁に用いてお
り、また企業経営に由来するルーティンやツール（たとえば、マーケティング）を実際に使用し
た経験のある校長がかなりの割合を占めることが明らかになった。同時に、実際にそうしたルー
ティンやツールが有効であると認識している校長は決して多数とは言えないこともわかった。
このような一見すると矛盾するような現象をパターナリズム概念を援用して、校長のリーダー
シップの日本的特徴として分析した。 
 ニュー・パブリック・マネジメント（NPM）と称される、企業経営の理念や思考法、具体的な
手法がどの程度、校長の学校経営、リーダーシップに受容され、影響を与えているかを実証的に
明らかにした本研究の成果は、校長を対象とした研修や養成の在り方を見直す視点を提供する
ものである。企業経営の理念や手法に親和的な姿勢を示す校長は多いが、実際にそれらの有効性
を認識している校長は少数派にとどまるという点は、特に示唆的である。加えて、外国で行われ
ている NPM が校長のリーダーシップに与える影響に関する研究との比較を可能にしたことには、
学術の国際展開という点で意義が認められる。事実、本研究は国際協働研究に結実した。 
 主な研究成果は、以下のとおり。 
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